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 この懇談会は、都における政策の推進や政策形成等に新たな発想を取り入れるため、各界の
第一線で活躍している新進気鋭の若手の方々と意見交換を行うことを目的に設置されました。 
 今月は、第１回ビジョ懇での小池都知事のお話にあった「二十世紀の豫言」をご紹介します。 

19世紀は既に去り、人も世も共に20世紀の新舞台に現れることと
なった。19世紀における世界の進歩は非常に驚くべきものがあった。

形があるものとしては「蒸気力時代」「電気力時代」、形がないもの
としては「人道時代」「婦人時代」が挙げられる。 
さらに進んで20世紀の社会はどのような現象があるだろうか。この
3,40年ではフランスの小説家であるジュール・ヴェルヌが、20世紀
の予言のような小説を発表して、読者の喝采を博している。もし19

世紀における進歩の勢いが続くとすれば、現在は思いはかることも
できない話も、徐々に理解できる領域の話になるだろう。 
今、20世紀の冒頭に立って、遥か未来を想像するのも面白いので

はないか。世界列強形成の変動は差し置いて、物質上の進歩につ
いて想像してみる。 
  
１ 無線電信および電話 

マルコーニが発明した無線電信は、一層進歩し、電信のみならず、
無線電話によって世界各国に連絡して、東京にいる人がロンドンや
ニューヨークの友人と話をすることができるだろう。 
  
２ 遠距離の写真 

数十年後、ヨーロッパで戦争が起こった時は、東京の新聞記者は、
編集局にいながら、電気の力でその状況を速やかに写真にできる
だろう。さらに、それはカラー写真だろう。 
  
３ 野獣の滅亡 

アフリカの原野であっても、ライオン・トラ・ワニなどの野獣を見るこ
とができなくなり、わずかに都会の博物館で余命をつないでいるだ
ろう。 
  
４ サハラ砂漠 

サハラの大砂漠は徐々に肥沃な土地に変化し、東半球の文明は
徐々に中国、日本及びアフリカにおいて発展するだろう。  
  
５ 七日間世界一周 

十九世紀末において八十日間を必要とした世界一周は、二十世紀
末には七日で足りるようになるだろう。また、世界の文明国の人間
は、男女問わず、必ず一回以上世界旅行をするようになるだろう。 
  
６ 空中軍艦、空中砲台 

ツェッペリン式の空中船は、非常に発達して、空中に軍艦が漂い、
空中の修羅場が現れるだろう。その結果、空中に砲台が浮かぶよ
うな珍しい光景が見られることになるだろう。 
  
７ 蚊および蚤の滅亡 

衛生事業が進歩する結果、蚊および蚤のたぐいは徐々に滅亡する
だろう。 
  
８ 暑寒知らず 

新機械が発明され、暑さや寒さを調和するために適当な空気を送り
出すことができるだろう。アフリカの進歩もこのために実現するだろ
う。 
  
９ 植物と電気 

電気の力によって野菜を生長させることができるだろう。空豆はミカ
ン大になり、菊・牡丹・薔薇は緑や黒などの花が開くものもあるだろ
う。寒帯であるグリーンランドに熱帯の植物が生長するようになるだ
ろう。 
  
10 人声十里に達す 

伝声器が改良されて、十里（約四十キロメートル）の距離を隔てて、
男女は愛を語ることができるだろう。 
  
11 写真電話 
電話口には、話す相手の姿が映る装置があるだろう。 
  
12 買物便法 

写真電話により、遠距離にある品物を鑑定して売買契約をすると、
その品物は地中の鉄管装置によって、瞬時に手に入れることがで
きるだろう。 
  
13 電気の世界 
薪と石炭が共になくなり、電気が代わって燃料になるだろう。 
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 こんな１世紀も前に新聞記者の皆さんが多分ああでもないこうでもないといって作ったのがこの記事では
ないかと思いますが、100年経った今、皆さんはどうお考えになりましたか。すごいことが、100年間でこ
ういう、当時嘘だと思われたものが現実のものになっているということです。 
 2020年、さらには2025年には人口がピーク、2030年、2050年、皆さんこれからどんな東京であってほ
しいか考えてほしいと思っています。 

～・～小池都知事 挨拶より～・～ 
‣ 蚊および蚤(ノミ)の滅亡⇒⇒⇒デング熱などで駆除が続いた蚊。蚊や蚤が滅亡する日はくるのでしょうか。 

‣ 自動車(電気車)は、街路上ではなく空中及び地中を走る・・・地中は走っています(トンネルなど)が空中

はまだ走れていません(飛行機は飛んでいますが)。 

‣ 暴風を防ぐ(暴風が起こりそうになれば、大砲を空中に放って、雨にしてしまうだろう)・・・気象予報の

技術は進歩していますが、天候を変えるまでには至っていません。 

‣ 人と獣の会話自在・・・残念ですが、会話は成立していません。 

‣ 家庭に無教育の人がいなくなることで、幼稚園が不要になる・・・現在の女性進出社会とは常識が違った

のでしょうが、昔の人はこういう未来を創造していたんですね。 

‣ 蚊および蚤(ノミ)の滅亡 
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デング熱で蚊の駆除が続いたのは記憶に新しいですね。 
～蚊の発生防止～ やるし蚊(か)ない 

蚊および蚤(ノミ)の滅亡 

人と獣の会話自在 残念ですが、会話は成立していません。 

暴風を防ぐ(暴風が起こりそうになれば、
大砲を空中に放って、雨にしてしまう) 

気象予報の技術は進歩していますが、天候を変える
までには至っていません。 

            今から100年以上前、当時の報知新聞の記事「二十世紀の豫言」に
おいて、エアコン、自動車の普及など、当時は夢物語だと思われていたものが描かれ、この
100年間で現実のものになっています。 

小池都知事のお話 

報知新聞(1901年1月2日、3日発行) 
       最初の年、「二十世紀の豫言」と 

       いう題名で20世紀に実現するで 

あろうことを予測した記事が掲載されました。 

 記事には分野ごとに全部で 

が記されています。 

20世紀 

23の予言 

‣ここで、知事がお話した「二十世紀の豫言」をご説明します。 

19世紀末において80日間を必要とした世界一周は、

20世紀末には７日で足りるようになるだろう。 

馬車は廃れ、これに代わるものとして自動車が廉価

で買えるようになるだろう。馬は僅かに物好きな人

に飼育されるようになるだろう。 

新機械が発明され、暑さや寒さを調和するために適

当な空気を送り出すことができるだろう。 

現在、飛行機を使えば、世界一周は 
２日程度でできてしまいますね。 

エアコンですね。今では空気清浄まで
行ってくれます。 

街中で自動車はよく見かけますが、馬
は見かけません。馬を見かけるのは動
物園や競馬場ぐらいなものですね。 

～・～おわりに～・～ 
この東京未来ビジョン懇談会では、東京の20年、30年、50年先の未来について語っていきます。 
それぞれ色々な分野の方をお呼びして、未来の東京はこんな東京であってほしい… 
そんなわくわくすることを語っていただく会議にしていきたいと思います。 

現実になっているもの・・・例えば 

ちなみに現実になっていないものも・・・例えば 


